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LUMIWARD イ ム ノ ア ッ セ イ シ ス テ ム （全 自動特異 IgE
，

総 IgE測定装置） の 臨床的有用性の検討
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11）

　全国11施設の 内科 ， 小児科 ， 皮膚科 ， 耳鼻咽喉科 より得 た各種 ア レ ル ギー患者406例，健常者81例の血

清 を対象 とし，
LUMIWARD イ ム ノ ア ッ セ イ シ ス テ ム によ り特異 IgE 抗体及び総 IgE の 測定 を行 っ

た．また CAP 　RAST ，皮膚テ ス トとの 比較及び臨床診断 との 比較検討 を行 っ た．　CAP 　RAST との 同時

測定例 に お い て ，

一
致率 92、6％，相関係数0．922と良好な相関性を得た．健常者検査別に お け る特異性は

CAP 　RAS 　T　96．4％に対 し，　 LUMIWARD 　96．2％で あ っ た．問診，　 CAP 　RAST ，皮膚テ ス トか らの 総

合的診断 に よ り病因ア レ ル ゲ ン を臨床的に確認で きた検査例に おける感度は CAP 　RAST 　84，8％に 対

し，LUMIWARD 　85．5％で あっ た．また皮膚テ ス トの 感度は 91．8％ で あ っ た．さらに臨床診断 との
一

致率は CAP 　RAST90 ．1％に対 し，　 LUMIWARI ）　90．4％ で あ っ た．総 亘gE を健常者成人 に つ い て 測定

した と こ ろ，累積95％値に よる正 常上限1701U！ml を得た，以上 よ り，
　 LUMIWARD イ ム ノ ア ッ セ イシ

ス テ ム は IgE 関連検査に おい て臨床的有用性が高 い 検査法で ある と考え られた．

Key　words ：　 nllersreri LUMIWARD −．一．．
　 IgE　antibody CAP 　 RAST skin 　test

序　言

　IgE抗体が い わ ゆ る レ ア ギ ン と し て 石坂 ら
1）
に よっ

て 同定さ れ て 以来 ， ア レ ル ギ
ー

に 関す る研究 は 飛躍的

に 進歩し，そ の 発症機構や IgE抗体の 産生調節機構の

解明 も進 ん で い る．IgE は 肥満細胞 や 好塩基球 の 表面

に Fc εRI を介し て結合し
2），当該ア レ ル ゲ ン との 反応

に よ っ て ，種々 の化学伝達物質を細胞 よ り遊 離 さ せ る．

こ れ らの 化学伝達物 質 の作用 に よ っ て 1型 ア レ ル ギー
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Abbreviatioms ；　 CAP 　RAST 　CAP 　 radioaller

9〔．）serl 〕ent　test；　FAST 　且uorescen （
’
e　allergosor

bent　 test； LUMIWARD 　LUMI 〜VARD 　 im

lnurloassay 　syst 已m ；　 MAST 　 multiple 　antigen

2ill】ultaneous 　test｝　QAS　quidel　aL］ergy 　screen

反応 に 基 づ くア レ ル ギー疾患が 発症 す る わ け で あ る

が ， そ の 中に は ア トピ ー性気管
；

支喘息 ，
ア レ ル ギー性

鼻 炎，　 ・
部 の ア トピー

性皮膚炎や 蕁麻疹な ど が含ま れ

る．こ れ ら の ア レ ル ギ ー疾患の診断に お い て は ， 想 者

が どの ア レ ル ゲ ン に よ っ て 感作 され て い る か を 同定す

る こ とが 不 可欠 で あ る
3）4］．

　 1型 ア レ 1レギ
ー

の 原因物質 の 検索法 として，皮膚反

応 や 誘 発試験 な どの in　vivo テ ス トや，　 RAST に代表

さ れ る bi誹 塑 テ ス トが用 い られ て い る．　 in　 vitro 法

で は ，近年，nen −isotopicな方法 に よ る進歩が著 し い ．

　そ の
一

つ と して ， RI を 用 い ず に簡便， 迅速 に精度 よ

く特異 正gE ，並 び に 総 lgE を全 自動 で 測定す る シ ス テ

ム が 開 発 さ れ た．そ の 方 法は LUMIWARD イ ム ノ

ア ッ セ イ シ ス テ ム （開発名 ：AAS ，製造 ：米聞。サ ノ

フ ィ社 ， 販売 ；塩野義製薬） と 呼 ば れ ， 化学発光基質

と酵素標識抗体を用 い る化学発光酵素免疫測定法で あ
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る．今回 ， 全国11施設 よ りな る AAS 研究会（代表世話

人 ：宮本昭111） を組織 し，本法 に よる lgE抗体測定結

果を CAP 　RAST
， 皮膚テ ス ト と比較し ， その 有用性 を

検討 した の で 報告 す る．合わ せ て ， 同時に検討 した健

常成人 に お け る総 lgE値 に 関し て も報 告す る．

対　象

　AAS 研究会 と して組織 した 内科， 小児科， 皮膚科お

よ び耳鼻咽喉科よ り得た健常者81例，各種 ア レ ル ギ
・一

疾患患者406例 を対 象と した．疾患群の 内訳は ア レ ル

ギー性鼻炎113例，気管支喘息 124例，ア トピー
性 皮膚

炎160例 ，
ア レ ル ギー性結膜炎 4伊1， そ の 他蕁麻疹 ，

ア

レ ル ギ
ー

性皮膚 炎な ど 5 例 で あ っ た．

力　法

1．測定原理

　本法 は
，

2一ス テ ッ プ サ ン ドイ ッ チ法を原理 と した化

学 発光酵素免疫測定法で ， i虹清 中 の ア レ ル ゲ ン 特 異

IgE な ら び に 総 IgE 量を 測定 す る もの で ， 専用機器 と

専用試薬か らな る，特異 IgE抗体測定 の 場合 の 測定原

理 を Fig．1 に 示 す ．

　血清中の ア レ ル ゲ ン 特異 lgE と，ビ オチ ン を結 合さ

せ たア レ ル ゲ ン ，お よび抗 ビ オ プ
ー
ン 抗体結合磁性微粒

子 の 二1者 を反応 させ る．つ い で ア ル カ リ フ ォ ス フ ァ
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l
　 F［g ．1．　Principle　 of 　LUMIWARD 　iiRmumassay　 system 　for　 measurel 、1ent 　 Df

spec 浦c　IgE，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

中川 武正 他 639

ターぜで標識 し た抗 ヒ ト IgE抗体を加 え る こ と に よ

り ， 特異 lgEを サ ン ドイ ッ チ にする．次に ， 化学発光

基質 の ジ オ キセ タ ン 誘導体 （Lumi −Phos　530）を加 え，

酵素反応に よ る脱 リ ン 酸化で生成 した ジ オキ セ タ ン が

励起状態 か ら基底状態 に 戻 る際 に発す る エ ネル ギーを

発光量 と して 470〜550nmで 測定す る．

　総 lgEの場合は ， ア レ ル ゲ ン の 代わ りに 抗 ヒ ト tgE

抗体 を結合 さ せ た磁性微粒子 を用 い る．血清 と 抗体結

合磁性微粒子 と の 反応 の後の 過程は特異 IgE測定の

場 合 と同様 で あ る．

2．シ ス テ ム の 構成

　測定装置 は ， 装置本体 と，CRT モ ニ ター
， キ ーボー

ド，
プ リン ター，洗浄 トレ イ な どの 周辺装置 を含む．

基本試薬と して は，反応試薬，発 光基質，洗浄液 ， 標

準液 ， キ ャ リプ レ ータ ・一一
液 か ら な る．特異 IgE 測定 で

は，キ ャ リブ レ ー
タ
ー

に WHO 標 準品 で 検定 され た標

準 ヒ ト IgE を用 い て お り，  ．35− 】｛〕OIU／m1 の 7 濃度

よ り なる．総 IgE測定 で は ， 標準血 清 の 濃度 が 3〜3000

1U／ml で ある た め，高 lgE血清 の 希釈 に は ウマ 血清 を

含む ト リス 緩衝液が 添付され て い る．

3．　華貝II定．
手
三1「匱

　特sc　lgE抗体測定の 場合の 測定手順を Fig．2 に 示

し た．す なわ ち，被検血清25μ1に シ ス テ ム バ ッ フ ァ
ー

を 35μ 1を 加 え ，
つ い で ，

ビ オ チ ン 化 ア レ ル ゲ ン 25μ1，

C：a ］ibrats）1．
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9910D ．00 〜 抗ビオチン抗体結 合磁 性微

子50 μ 1を順次 添 加 し て 37 ℃で29 分 イ ンキュベート

る，磁石 によるBOund ！ Free （ B ． IF
＞分 離後

ア ル カ リフォ ス ファターゼ標識 抗 ヒトlgE 抗体 ユ 5D μ

  ﾁ え， 37 ℃で 29 分 インキ ュ ベート する．磁石によるBI

ｪ離後に，　Lunii − Phos 530 を 200 μ 】 加

て 37 ℃で 5 分
イ
ン

キ ュベー
トしたの ら ， ル ミノ メータ ーで

0 − 一一550nm
化学 発光量を測 定し ，結果を得 る． 　総IgE 測定の場

は ，被検血清1 〔｝μ1 に抗ヒト IgE 抗 体結合 磁 性 微

子 50 μ 1 を加え， 37 ℃ で 29 分インキ ュ ベー

する ．以後 の洗浄，第2反応，洗浄， 化 学発光 測 定 は
特異I

　 O ）場 合 と 同様である． なお，こ れら ・．・ 連

操 作 は 全 自 動 測 定 装 置 ： LUMIWARD イム

アッ セ イシ

テムに よ って白 動 的 に 行われ る． 4 ．結果 の判

　厚用 の測定 器 に よ り発光 量を 読 み取る．濃度撮示 （IU／ml）は，

特
異 l

測 定の 場 合〔L ｛〕〔 ｝ 〜1 〔〕0．001U 〆 ノ ml

範 囲で数値で 表さ れ t 濃 度 （ IU ／ m1 ）
と クラスの関係

はTabie ］ の よう に ク ラス1 未満 ， 1 ， 2 ， 3 ，

C5 ， 6 の7 段階に 分 類 さ れ る．判 定はク ラ ス2 以

を 陽 性 ， ク ラ
ス
1 を疑陽性，クラス1未満を陰性とした． 総lgE の

合は， 0 ． 0

｝〜3 〔〕 （）O．

1U ／mlの 範囲の数値 で表される． 5 ．CAPRAST 　 Ph

macia 　CAP ／FEIA キット（ Phalmacia

，以 降，便宜ヒ CAPRAST と称す）を用いて通常

方法 i 〕 で測 定 し た ．結 果はRAST ス コ ア0，

C2 ，
3 ， 4 ， 5 ， 6 に 分類し ，スコア 2 以

を陽性，スコ

1 を疑 陽 性 ，スコア 0 を陰 性 と した （ Tab ［

@D ． 6． 皮 膚 反 応 　 皮 嚼反応に は 鳥居 薬 品

皮 内 テ ス ト 用 お よ びスク ラッチテ スト 用 アレル

ン
を用

い
て 皮 内 テ ス トあるい はスクラ ッ チテ スト を 行

， そ れぞれ百崎の 判 定基

準5 ｝，ス ク

ッチ研
究

班ηの判定
基

準によ り，
陽性，
陰 性の半 ll定を

った． 7 ．統 計 処理 　 判 定 一 致率 ， 陽 件一致率

陰性一一一致率は従来法（ CAPRAST ， 皮膚テスト） に対

る百分率で表 し た． 相 関

W 数は

CAP 　RAST との相関7x7 表からSpearman 順

相関係 数 より求

た

結

　
果

1
）

LU

WARD

！

CAPRT

同

測 例

お
け
る

致率

よ
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　ア レ ノレ ギ ー疾 患患者406例 に お け る ア レ ル ゲ ン 22．種 ，

6480検査 に お い て Fig．3 の と お り，　
・
致率92、6％，陽

性
一・

致 率91．1％，陰性
一’致 率94、1％ お よ び 相 関係数

0 ．922と非常に 良好 な結果 を得た．ア レ ル ゲ ン 別で は

Fig，4 に 示 す ご と く，ハ ウ ス ダ ス トユ，ヤ ケ ヒ w ウ ヒ

ダニ
，

コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ
， 米， カ モ ガ ヤ ， ゾタ ク サ ，

ス ギ に 示 さ れ る良好な 相関性 を示 した．　 教 率に つ い

て 検査例 1〔［0以上 の そ の 他の ア レ ル ゲ ン で み る と，
ハ ル

ガ ヤ 92．6％，ヨ モ ギ87，0％，ヒ ノ キ74．1％，イ ヌ 上皮

89．3％ ， 卵 白92．3％ ， 牛乳92．0％ ， 人 百 92，9％ ， ア ス

ペ ル ギ ノレス 91．9％ と ヒ ノ キ を除き ほ と ん ど が 85％以 L
で あ っ た．また，相関係数 に つ い て も，Table　 2 に 示

す と お り， 主要ア レ ル ゲ ン の ほ と ん どが 0．8以 ヒの 値を

示 した．

Table 　2　 Correlati（m 　coe 伍 〔：iel／t　between 　L ［．爪 征1WARD 　and 　CAP 　RAST

　 　 　 　 r ≧〔Lg

G30rchaF −d　grass

D ］　 ∠丿召堺 軍ごt々 ）phtrgθides

　　　Pten〃 り
，，h’s ’ntts

D2 　1）〔．」lllato1 ）々 側 プご！es

　 　 　 戸〜v
’i’rae

日 1　 Tlouse　dust　1

．

］　 。… r ≧。・・

　 　 　GI 　 Swed 　 vemal 　grass

　 　 　 G6　 Timothy　grass

　　　〜VI　　Sh（レr宣 ragweed

　 　 　 T2 　 Alder

　 　 　
「
rl7　Japanese　cedar

　 　l　1
’
2’l　Japanese　cypress

　　lEl　
Catepithelium

　 　 lE2　 　 　 　 　 Dog 　c
・
pithelium

　　｝ M5 　 Crlnd〜da
　 　…
　 　 IM6 　 ノユ〃〔

，
厂n ，lria

　　lF3　 C 。 dfi、h
　　i
　 　 　 　 　 Rice　 　 　 Fg

　　lF4。 T。 。 、晃

．．．．」．．一．．　．　一．．　 ．．．．　 ．．　 ．．．．　 ．．一一一一一

1｝．8＞ r ≧o．7

W6 　 Mugwort

M3 　 AsPetgi〃ttS

Fl　　Egg　whitc

F2 　 Milk

FI4　S｛｝｝bean

Table　3　 Comparison 〔，f　specl 負dty　und 　sensitivi し｝
・between　LUMIWARD 　and 　CAP 　RAST

ttem
SpecMcity SeIIS｝tiv「t｝’

D ］　 〃 ．；Jtel’i）n）’ssintts 繋竃∵
　 　 　 　 　 　 　 」

CAP 　RAST

98，8（　81＞

D2 　 1丿，．／〜〃
』inae 96，3〈　81）

100．G（81）

98，8（　81）

1II　　　I｛し）use 　dUSt　［

EI 　 Cat　epithehum

E2 　 Dog’epithelium

10  ．〔1（62）

98．3（58）

Fl　 Egg 　white

F2 　 Mi】k

100．O（32）

1100 ．1｝（81） 69、

IOO」）（62） 92．

　　　　　96，6（58）
9

10（1．

1　 ！。0．0（32｝ 幽 ．

Fg 　 Rice
」

1… °〈 ・） ； m ・・°（ 8）

輿 ．、．ifl≧
「
蜘 一＿　 彰｝．蟹 皇主9）

Gl　 Sw ・et − a1 ・・ass

↓
87・8（41）

G3 　　0rcllaTd　grass

V〜II　　Sh〔〕T
．t　「a9 丶vee ｛ヨ

T17 　Japanese　 cedar

　 l　　 gL7 （ 12）
1　−　一　十一　一　．　　　　　　　　　　　　　　　　．．　T　r　　　L

89．5（　19）

　　　　　　　　　　　　　i　 gl｝．・d〔73）　
1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　87．7（　73）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　．．．．1．一　　．．．＿一．．一．一 ＿ 一一

．工塑 璽p・・ ere
　
c
｝：p

「grr・．．．一」＿ ＿ ．一．、　
1

．里 ．
細 塾 ．＿一 ．…．一．．

gs・3阻 ＿．L
M5 α”燃

　 　 ．．．一．．
’
噸 遡 …尋 ＿

A1［・1【・・g・11s 　 　 ．⊥ ．、．．，！l3卿 ！．．．⊥ ．

　 LuMI 、菰｝5「応 〒
  一

　 　 97，2（II5）　　　　　　　　　92，2（夏15）

　 　 95，6（［13＞　　　　　　　　　97．3（1ユ3）

　 　 69　1〔136）　　　　　　　　　75，7（136）

　 　 92　7（　41＞　　　　　　　　 87、8（　41）

　 　 10（）−O（　38）　　　　　　　　　94．7（　38）

　 　 8雪．0（　ア5）　　　　　　　　　77．3（　75〕

　　 93．8（16）　　　　　I　　　　lo〔）−0（　16）

　 　 10D，e（　8）　　　　　　　　 100，0（　8）

ll
；li：｝馴亡：黙i

　　　ili橿 齧
　　95、2… 6・ 1

−
・・．・（・・6・

96．7（61） 98．4（63）　 　
1ド
　　　　　8呂、9（63）

89，3（56）　　　　　一．一
63．2（19）
　　　．．．．．圃

57．9（　．
19）
　　一．−r一■

loo．o（56）

．．
77．4（3］） 90．3（31＞

96．4（750）
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畧
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一一．．．
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2）健常．者 に お け る 各検査 の 特異姓

　問診 に よ り顕在化し た ア レ ル ギ
ー・疾患が 除外 さ れ た

健 常．者81例 に お け る ア レ ル ゲ ン 15種 ， 計750検査 に お け

る検討 の 結果 ， 特 翼性 （specillcity ）は LUMIWARI ）

で g6．2％ ，　 CAPRAST で 96．4％で あ っ た （Fig．5）．
ア レ ル ゲ ン 別 で は ， CAP 　RAST と比較し て 特異性 の

点 で は顕著な差 異が 認 め られ な か ・
：） た （Table　 3）．ま

た皮内テ ス トを施行し え た 10例 に お け る ア レ ル ゲ ン 4

LUMIWARD

．
←

一

A ［1巳rgyn

＝873

　　　　　「

746

．国鬥，1．

　　　 12

Nonllal

冂 ＝750

　　　　　P

28 72

（N ＝ L623）

CR　：　90，4％

Sens ；　855％

Spec　7　96．2％

CAPRAST

十
一

Ailergyn

＝873
　i

　國．■．．．

　　　［33

−・．「P”「｝w．“

Noma 匸

n ＝ 750

　　740

＿r−7−・一一

　　　27 723

．

（N ＝正623 ）

CR　　；　90，19c
Sens ：　84　．8　90

Spec ：　96．4％

（N ＝166）

n
；

An

Ncn
＝

CR 　 ；

Sens：

Spec ：

9！．6％

91．8％
89．5％

十

t一 A

C

B

D

CR 　　 concordance 　 ratじ

　　　 二〔A ＋D ）× 100／（A ＋B ＋ CTD 冫％

Sens ：　sens 互u ＞ lty

　　　 ＝AXlOO ／（A ＋ B）％

Spec ：　specificity

　　　 ＝D × IOO／（C ＋D）％

　 ド19，5．　C 〔〕mParison 　〔，f　availabMty 　Qn 　searching 　for　etiolugical 　ailergens

between　clinical 　diagnosis　and 　LUMIWARD ，　CAP 　RAST ，　g．　kin　test，　 concerning

abI 〕ut 　th （，se　parameters 　Qf 　conc （＞rdance 　rate，　sensitls ・ity　and 　specificity．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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種， 19検査 で は特異性 は呂9．5％ で あ っ た （Fig．5）．

3）ア レ ル ゲ ン 確定診断例 に お け る各検査 の 感度

　各施設で の 問診，臨床症状 ，
CAP 　RAST

， 皮膚テ ス

トなどに よ り総 合的に ア レ ル ゲ ン が臨床的に 確認 さ れ

た 162症 例 に お い て ，ア レ ル ゲ ン エ6種，873検査 に つ き

感度 （sensitivity ）を求 め た．その結果，　 LUMrW へRD

で 85．5％ に 対 し ， CAP 　 RAST で は 8i．8％ で あ っ た

〔Fig，5）．ア レ ル ゲ ン 別 で は ， 卵白 ，
ス ギ ，

ヒ ノ キ ， ア

ス ペ ル ギ ル ス で LUMIWARD が高か っ た （Table　3）．

皮内テ ス ト，
プ リ ッ ク テ ス ト，ス ク ラ ッ チ テ ス トを合

わ せ た皮膚 テ ス ト45例 に つ い て の ア レ ル ゲ ン il：種， 147

検査 に お け る感度 は 91．8％ で あ っ た．

4）ア レ ル ゲ ン 確定診断症例 に お け る各検査 の 判定結

果 の 比 較

　LUMIWARI ）と CAP 　 RAST との判定 の
一・

致率は

95．1％ ， LUMIWARI ）陰性例 に お け る CAP 　RAST 陽

性率 は 17．2％で あっ た．逆 に，CAP 　 RAST 陰性例 で

LUMiWARI ）陽性率 は2S、O％ で あ っ た．

　皮膚 テ ス トの 判定 との
一致率， 陽性

一
致率，陰性

一

致率は ， CAP 　RAST で 各 々 79，6％ ，
84．4％ ， 25．〔｝％，

LUMIWARD で 各 々 82，3％ ， 86．7％ ， 33．3％ で あ り
，

LUMWARD の 方 が 陽性
一

致 睾，陰性
．一

致率 と もに

CAP 　RAST を．上回 っ た　（Fig．6）．

5）　疹｛患胃rj陽
’1生率

　ア レ ル ギ
ー

性 鼻炎，気管支喘息，ア トピー性皮庸炎

に お け る LUMIWARD に よ る ア レ ル ゲ ン 別陽性 率を

検討し た （Fig，7）．

　ア レ ル ギ
ー

性鼻炎症例 2013検 査 に お け る 陽性率は

30．5％， ア レ ル ゲ ン 別で は ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ 75．4％，

コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ 74．4％，ハ ウ ス ダス ト76．2％ ，
ス ギ

7〔〕．〔｝％ で 高く， 牛乳 5，4％， タ ラ 7，1％，米9、7％，大豆

6．8％ ，
マ グ ロ 7．1％， ア ス ペ ル ギル ス 7．8％ ， ア ル テ ル

ナ リア9 ．1％ で 低 か っ た．

　気管支喘息例2145検査 に お け る陽性率 は 32．5％ ， ア

「，
　　 　L
一一

十

CAPRAST

　　r

十

鬯

　广

　　 758

　　−

　　　28
　−一．一一

ri幽．．．．
CR

PCR

NCR

LUMIWARD

95．i％

99．1％

72．0％

15

72

CR 　 ．cencerdance 　 rate

PCR ；positlve　concordance 　rate

NCR ： negative 　concordance 　rate

Skin　test

ト
一

CR

PCR

NCR

LUMIWARD

十

lLL
　

ls

・ユL4
82．3％

S6．791，

33，3％

CAPRAST

114

9

79．6％

21

3

84．4％

25．O％

　Fig．6．　 C ｛，mpar ［solh 、　ith　I，UM 亅WARD 、　CAP 　RAST 　 and 　 skin 　 test ‘m 　 c ヒlses

de｛ermined 　 allergcns 　by　clinica ！diagnosi呂，
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目 ＝呂t鬮 Allergy　C・〕
n 二74膕 へHergy〔一），　LUM 縣

『
ARD の

o

　 　 　 【7．8 　316 　562 　 【DO 　 t78 　 3t6　 562　 ：000　 IgE　IUlml

　 Fig．8．　Histograin　of　t（，tal　IgE　co1 ユcentration 　on

the　h（｝ahhy 　sul〕jects．

一．
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zz

κ
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〆∠ ノ
／ z1

匪
’
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1
」　　　　　．

Table　
’l　 SLIInnlal．

y 〔）f　normal 　 valu ビ 〔，f 亡｛〕tal　IgE

Allergy（一）
　　　丁i

−一
阻

　　A 冂er 鱒
「

LUMiWARD
　　　　　n

− 74

〔一．）
（一）

一一一一一一一
Cumuladve

．．．．一

95％ 260 】7〔〕

value
… 一一一一

Arith111etic　 mean 86 6・1
M ．，ISD 186 m6

MT2SD 286 148

Lo9・g   metric 　mea 【ユ 58 50

M − ISD 】3s 1〔17

M ア 2SD 331 229

考　察

IU ’

m ］

レ ル ゲ ン 別 で は ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ 86．3％，コ ナ ヒ ョ ウ

ヒ ダニ 85．1％，ハ ウ ス ダス ト86．8％ で 高 く， イヌ 上皮

7．3％，卵白9．8％，牛乳 5．6％ ， タ ラ7．1％ ， 米 7．0％，

大豆 5．9％ ，
マ グ wlO ．O％，アス ペ ル ギ ル ス 8．5％，

ア

ル テ ル ナ リ ア7，8％ で 低 か っ た．

　ア ト ピー
性 皮 膚 炎症例2322検査 お け る 陽 性 率は

41．7％ ， ア レ ル ゲ ン 別 で は ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ 83，8％，

コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ 80．6％ ，
ハ ウス ダ ス ト85．4％で高 く，

牛乳 は 9．7％で や や低か っ た．

6）成人 に お け る総 IgE正常値

　問診上健常と み な し た もの ：ア レ ル ギ
ー

（
一

）群 81

例，そ の 内で さ ら に 特異 IgE抗体検査陰性の 健常者 ：

ア レ ル ギー （
一
）・LUMIWARD 〔

一一
群 74例 の 2群 に

分 けて 検討 した結果 を Fig．8 に 示 す．濃度軸を常用対

数 で と り総IgE 濃度 の 分布を見 る と
， 対称性を認 め，

対数正規確率紙 ヒで直線駐を示 した こ とか ら対数 ［E規

分布 を と る こ と が わ か っ た．各群 に お け る対数平均

値 ，
十 1SD，・f　2SD は ， ア レ ル ギー （・一群で は各 々58，

138，3311U／ml で あ り， ア レ ル ギ
ー

（
一一

）
・LUMIWARD

（
一
）群 で は各々 5〔｝，107，2291U，

／ml で あ っ た．健常者

の 選択基準に 特異 IgE抗体陰性 を加え る こ と に よ り，

平均値 と SD との 低 ドが 認 め られ た，ま た低濃度か ら

の 累積％ に よ る 95％値 を成人正常値 の 上限 と 考 え る

と
， ア レ ル ギ

ー
（
一

）群 で は26〔）IU，
／ml ， ア レ ル ギー一

（
．．
）
・LUMIWARD （

一
）群 で は 17eIU ，！m ］を 得 た

（Table　 4）．

　原因 ア レ ル ゲ ン を同定す る こ と は ，ア レ ル ギー疾患

の 診断及び治療に お い て 重要 な課題 と 号え られ る，こ

の た め に ，臨床診断 に お い て は，加 乙吻 θ ，初 vit ］
’
o の

各種の測定法が試み られ て い る．こ れ ら各検査問 の 診

断効果を比較検討す る際に は ， そ れ ぞ れ の 測定原理 Ott

起因する 抗原成分 の 相違が あ る点 を十分 に考慮す る必

要が あ る．LUMIWARD と CAP 　RAST は ， い ずれ も

加 vih
’
o で 血清 中 の 持異 IgE を ア レ ル ゲ ン と 標 識抗

1gE抗体 とで 免疫学的 に サ ン ド イッ チ す る こ と に よ り

検出する方法 で ある．しか し，CAPRAST はア ミ ノ 基

を利用 して セ ル ロ ー
ス に ア レ ル ゲ ン を固相化す る原理

ヒの特性か ら，ア レ ル ゲ ン の タ ン パ ク成分部分 の み を

結合 さ せ る た め，多糖類 に 富 む ア レ ル ゲ ン の検出 は難

しい と 考え ら れる．それ に 比 し て ，LUMIWARD は ア

レ ル ゲ ン が 液状 で あ る こ と か ら ， ア ミ ノ 基以外 の 官能

基 を 有 する ア レ ル ゲ ン に 対 する IgE抗体も多様 に 反

応 し， CAP 　RAST に み られた官能基 に よる反応選択

性の 問題は回避 され て い る．

　
一

方， ガη r伽 θ 検査 の 皮蹲テ ス トや誘 発テ ス トは実際

の 組織上 で の 生体反応 あ る い は 炎症反応を再現 し て い

る点で診断法 と し て の 信頼度 は 島 い が
， 1型以外 の ア

レ ル ギー反応 な ら び に 非免疫学的 な 反 応 を も捕ら え て

い る可能性が ある．

　 こ れ ら各検査間に 共通し て 考 え られ る最も暈要な問

題は ， 抗原 の 標準化 に 関 す る もの で あ る．ア レ ル ゲ ン

物質が 原料や製造丁 程で 活性を保持 したまま残存 し て

い る か ど うか，in　vitro と 加 乙〜〜1
ρ の 検査問で 成分 の

…

致性が あ る か どうか に よ り，検 査結果 に 差異が 生じ る
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こ と に な る．
．一
部の ア レ ル ゲ ン で は抗原の 標準化が進

ん で い る が， tl要 ア レ ル ゲ ン 全般 に 標準化 が な され る

に 至 っ て い な い の が 現状で ある．

　今回の LUMIWARD の検討 に お い て は ， 問診 ，
　CAP

RAST ， 皮膚テ ス トな どか らの 総合的診断 に より確認

で きた ア レ ル ゲ ン に つ い て そ の 感度を求め，さ ら に健

常者に つ い て そ の 特異性 を求め る こ と に よ っ て
， 総合

的 な 一
致率を算出 した．つ い で臨床上 有用 と さ れ る皮

曹テ ス トとの比較検討を行 っ た．LUMIWARD
，
　CAP

RAST ，皮膚 テ ス トの 総 合的評価 は Fig．5 に 示 す よ う

に ，　 ・
致率， 感度 ， 特異性は LUMIWARD で は 順 に

90．4％ ， 85．5％ ， 96，2％，CAP 　RAST で 90．1％，

84．8％，96．4％，皮膚 テ ス トで 91、6％，9．1．8％，89，5％

と な っ た．特異 IgE を検出す る CAP 　RAST との 比較

に お い て は ， 感 度，特異性 と もに ほ ぼ 同等 の 性能を有

す るもの と考え ら れ る．LUMIWARD と CAP 　RAST

は結 果 判定方法 と し て の 濃度 （IUIml ）と ク ラ ス 分 け の

関係 は全 く同
一

の もの で あり， 測定f直が 直接比較 で き

る利点があ る．また ， 皮膚 テ ス トは，従来通 りの 感度

が高い が特異性 はやや低 い と い う結果を得 た．

　ア レ ル ゲ ン 別 の 結果 に お い て も Table　2お よび

Fig．4 に 示 され る ご と く，主要 な も の に つ い て は ほ と

ん ど 問題な く臨床応用で き る と考え られ る．ただ し，

相関の高い ア レ ル ゲ ン の 中で も，
LUMIWARD ／CAP

RAST の 個 々 の クラ ス 値 に 若干 の 相違が 認め ら れ る

もの が あ る た め ， 患者デ ータ を 比較す る上 か ら は
．
十分

な 沐意が必要 で あ る．22種 中 17種 の ア レ ル ゲ ン で 相関

係数 が 0．8以 上 と良 好 で あ っ た が ，
ヨ モ ギ ， ア ス ペ ル ギ

ル ス ， 卵自， 牛乳 ， 大豆 で やや低 い 結果 と な っ た．こ

の 判定結果 の 異 な ろ ア レ ル ゲ ン あ る い は症例 に つ い て

は 前述し た使用 ア レ ル ゲ ンの 違 い も関係 するで あ ろう

が，そ の 原因 の 追及 は今後 の 課題 で あ ろ う．

　総 IgE に関 して は ， 特異 IgE 陰性を選 別 した健常 昔

に 対 し て 従来 の 報 告 と ほ ぼ 近似 し た 1701Ui’nll と い う

正常値 が 得 られ た こ とか ら ， 測定系の 臨床的有用性を

裏づ け る結果を得た，LUMIWARD で は特 異 lgE抗

体価 もまた IU／ml で 示 され る こ と よ り ，総 IgE値と の

対比 が 容易 で あ る こ と も利点の
一一一

つ と い えよう．以上，

LUMIWARD イ ム ノ ア ッ セ イ シ ス テ ム は ，

chemiluminescence を検出す る こ とか ら高感 度 で あ

り ， ま た 放射性1司位元 素を用 い ない た め 制約 が な く ，

現在，特 異 lgE抗体測定 に用 い ら れ て い る RAST
，

FASTs ，
，
　MAST9   QAs．　i°．，

，
　AlaSTATn   CAPRAST

な ど と と もに 試験管内 lgE測定法 と して 今後広 く普

及す る もの と期待さ れ る．
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                         LUMI"JARD  IMMIttNOASSAY  SYSTEM
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'1'he

 measurement  of  allergen-specific  IgEi antibodies  and  total IgE was  perfortned "'ith LU]v'!I"i ARD
immunoassay  system  (chemi]uminescent enzyme  immunoassay) using  406 serum  samples  obtained  from

patier)ts with  various  ;LIIergic  diseasc's and  81 serum  sarnples  from normal  donors. These were  collected

by clepartinents  of internal medicine,  pediatrics, derniatology and  otorynolaryngo]ogy  at eleven  institutes
in japan. In addition  tf) a compartive  study  with  CAI' RAST,  skin  tusts were  also  performed  to est.ablish

a clinical  diagnosis. Simultaneous measuremenls  were  performed  and  an  excellent  correlation  with  CAP

RAST  was  observed  with  a concordance  rate  of  92.6f)6 and  correlation  coefficient  of  O.922- , The

specificit}, determined by the normal  seruTn  samples  u'as  96.4%  for CAI' RAST  and  96.2%  fur LUM-
IXVARD. The  sensitivity  determined by the  samples,  of  which  etiological  arlergens  were  identified

dlnically, was  84.8% for CAP  RAST  and  85.5% for LU)v'[IWARD, Arnomg thetn, the sensitivity  of  skin

test was  91 .S%. The  concordance  rate  with  clinical  diagnosis was  as high as  90.6fit; and  90.S9tl for CAP

RAST  nncl I.UMIXKrARD. The nermal  upper  limit {,f total lgE by cumulative  95%  value  xN'as calculatecl

to be 170 KJ･,"ml for adult  subjects,  These results  indicate the clinica]  usefulness  of  the LU)v'IIWieLRD
immunoassay  system  in evaluating  IgE  antibodies  ancl  total IgE.


